
 

 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省 中部地方整備局 

中日本高速道路株式会社 
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2021年 5月 1日（土）に全線開通！ 

 ～ 名古屋西 JCT～飛島 JCT 延長 12.2kmが開通 ～ 

合わせて中京圏の高速道路料金が変わります！ 

～同日、２０２１年５月１日午前０時から移行します～ 
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国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会、国土交通省交通運輸記者会、中部地方整備局記者クラブ、 

中部経済産業記者会、愛知県政記者クラブ、岐阜県政記者クラブ、三重県政記者クラブ、名古屋市政記者クラブ 

 

令和３年２月２６日 

＜今回の開通により期待される主な効果＞ 
【別紙３】中京都市圏の経済効果発現に寄与！ 

【別紙４】名古屋港への物流効率化に寄与！ 

【別紙５】名古屋港との連携による地域防災力の向上！ 

開通にあたり、関係機関による名古屋環状２号線開通効果検討会議を設立し、ストック 

効果のとりまとめをおこなっており、下記 WEBサイトにて公表しております。 

NEXCO中日本 WEBサイト       愛知国道事務所 WEBサイト  

【参考１】料金表と注意点 

【参考２】開通効果検討会議概要 

国土交通省 中部地方整備局 愛知国道事務所 TEL：０５２－７６１－１１９１(代表) 
 

副所長 服部 一宏   計画課長 丹羽 武志 

 中日本高速道路株式会社 広報課 TEL：０５２－２２２－３６２８（直通） 

 名古屋高速道路公社 経営企画部広報課 TEL：０５２－９１９－３２３６（直通） 

問 い 合 わ せ 先 

はっとり かずひろ              に わ   たけし 

＜開通区間の路線名・IC・JCT名称が決定＞ 
【別紙１】開通区間の概要とインターチェンジ名称 

インターチェンジ ジャンクション 

＜中京圏の新たな料金体系＞ 
【別紙２】中京圏の高速道路料金が変わります 

 

※名二環は、名古屋第二環状自動車道の略称。※開通式などの詳細は別途お知らせします。 

     ※ 詳しくは、ＮＥＸＣＯ中日本公式ＷＥＢサイトをご確認ください 



名古屋第二環状自動車道（名二環）は、名古屋環状２号線の専用部を構成する延長54.3kmの
高規格道路です。このうち、名古屋西JCT～飛島JCT（延長12.2km）については、平成21年度
事業化、平成24年度工事着手し、このたび、2021年5月1日に開通となり、名二環は、全線開
通します。
この開通により、名古屋環状２号線（延長66.2km）は、専用部および一般部含め全線開通と
なります。

開通区間の概要とインターチェンジ名称

名称決定IC・JCTの所在地

名古屋第二環状自動車道（名古屋西JCT～飛島JCT）の位置図・断面図

名古屋環状２号線 断面図

【一般部】 国道３０２号 （単位：ｍ）

【専用部】 名古屋第二環状自動車道（名二環）
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詳細図

名古屋西JCT南IC（仮称） → 愛知県名古屋市中川区服部

富田IC（仮称） → 愛知県名古屋市中川区江松西町

南陽IC（仮称） → 愛知県名古屋市港区南陽町

名四西IC（仮称） → 愛知県海部郡飛島村梅之郷

飛島JCT（仮称） → 愛知県海部郡飛島村木場

開通区間の概要

道路名 名古屋第二環状自動車道

車線数 4車線

起終点 愛知県名古屋市中川区島井町～
愛知県海部郡飛島村木場

延 長 12.2ｋｍ

開通日 2021年5月1日（土）
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名二環全線開通と同日 2021年5月1日午前0時より

中京圏の高速道路料金が変わります

注1）中央自動車道（小牧東ＩＣ）～東海北陸自動車道（岐阜各務原ＩＣ）
注2）消費税及びターミナルチャージを除いた場合の料金水準

別紙２
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中京都市圏の経済効果発現に寄与

出典︓三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社

出典︓三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社「政策研究レポート(2018.3.6、2017.8.22)」

 名古屋環状２号線の開通による経済効果は沿線・非沿線エリア1）に広がっている。

 名古屋環状２号線の全線開通により、約80年間で約10兆2千億円2）の経済効果が見込まれ、中京都市圏の地域経済の発展
を促進。

名古屋環状２号線の整備による経済効果

中京都市圏への経済効果

※名古屋環状２号線の開通延長は名二環、伊勢湾岸自動車道、国道302号の合計値
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1）沿線エリア︓名古屋市（北区、西区、中川区、港区、守山区、緑区、名東区、天白区）、春日井市、東海市、大府市、清須市、あま市、大治町、飛島村
非沿線エリア︓愛知県（上記の市区町村以外）、岐阜県南部、三重県北勢地域

2）応用都市経済モデルを用いた試算で、設定条件に基づき1988年から2069年の82年間に中京都市圏にもたらされる現在価値化された便益の累積額。

別紙３
名古屋環状２号線
（名古屋西～飛島）
開通効果検討会議

0億円

1兆8,300億円
3兆8,500億円

10兆2,000億円

名古屋環状２号線
開通延長※) 0km 61.9km 86.9km 112.6km

2021年5月1日
124.8km（予定）

約80年間で
約10兆2,000億円2）の

経済効果
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名古屋港への物流効率化に寄与

企業の声

 名古屋港飛島ふ頭のコンテナターミナル整備により、海外
向けのコンテナ貨物取扱量は、約20年で3倍に増加。また、
飛島ふ頭取扱コンテナの約4割が小牧・岐阜方面へ輸送。

 名二環（名古屋西JCT～飛島JCT）の整備により、所要時
間が短縮され、小牧市~飛島ふ頭間の物流の回旋数が増加
（1日2往復→3往復）と物流が効率化。

 名古屋環状２号線全線開通と飛島ふ頭のコンテナターミナ
ル整備※で、物流機能の強化による相乗効果の発揮が期待。

名古屋港への物流の動き

愛知県

岐阜県

名古屋港
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飛島ふ頭のコンテナ貨物取扱量の推移

名古屋港への物流のイメージ

名古屋港のコンテナ貨物

別紙４
名古屋環状２号線
（名古屋西～飛島）
開通効果検討会議

コンテナ貨物取扱量
約3倍



 名二環（名古屋西～飛島）は、強震動予測地域（震度６強
以上）や、海抜ゼロメートル地帯など、地震による被災や
津波浸水リスクの高い地域を通過する高規格道路。

 災害に強い名二環（高規格道路）と防災機能強化が進む名
古屋港（防災拠点）の連携により、被災地への迅速な緊急
支援物資の輸送が可能となるなど、地域防災力が向上。

名古屋西 J C T上空から飛島 J C Tを望む

名古屋港との連携による地域防災力の向上 別紙５
名古屋環状２号線
（名古屋西～飛島）
開通効果検討会議
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災害時の名古屋港からの物資輸送
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巨大地震発生確率と海抜ゼロメートル地帯

海抜ゼロメートル地帯
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金城ふ頭の耐震岸壁の整備



名二環の料金表と注意点

非ＥＴＣ車
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国土交通省 中日本高速道路（株） 名古屋高速道路公社 愛知県 名古屋市

飛島村 (一社)中部経済連合会名古屋商工会議所名古屋港管理組合

名古屋環状２号線（名古屋西～飛島）開通効果検討会議

名古屋環状２号線（名古屋西～飛島）
開通効果検討会議

参考２


